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Abstract
A new system for the physics education, which is called “Butsuri Kakekomi Dera”, has been established to assist the
understanding of physics for the 1st year students of Kurume Institute of Technology (KIT). There are a lot of students
who lack the basic knowledge of physics and mathematics in KIT. In order to complete the graduation researches and
theses, it is highly required that all students should have a better understanding of these subjects. This system includes a
calling of students to a room such as a seminar room or the physics laboratory to support their revision of weak points in
their understanding. In this report we describe the activity and the effect of this system on the physics education for the
1st year students.


























ようなものであった．この図では本学1年生のある学科（T 学科としている）と B 大学（偏差値55）のあるクラスに
対する基礎学力試験の結果を比較している．この試験の満点は12点である．T 学科のクラスの平均点は3．9点であり，
B 大学のクラスの平均点は11．4点であった．しかし図1はもう一つ重要な点を含んでいる．それは「得点分布の幅」で



























査は大体2週間おきに，前期の試験開始直前まで行った．図2にその結果を示す．他大学を A，C とし，F が本学であ




















































































［問］交流直列 RLC 回路（R＝2 Ω，L＝10．6 mH，C＝442 μF）について，次の問いに答えよ．交流入力電圧 V
＝102 sin（120πt）とする．
1）誘導リアクタンス XL，容量リアクタンス XC を計算せよ．












クラス名 H25，前期 H25，後期 H26，前期
a 0％ 100％ ＞100％
b 0％ 40％ 16％









































A 14 34 2．4
B 34 33 1
Δx 20 －1 －－
表3 駆け込み寺の指導結果の検証（クラス c ）
x1 x2 x2／x1
A 8 21 2．6
B 27 23 0．85





指導ははじめ A のみに行い，B はこれまで通りであった．表2に駆け込み寺施行直後の26年度前期の検証結果を示す．
結果は x2＞x1となっており，その比 x2／x1は1より大きくなっている．つまりここでは駆け込み寺の成果が顕著に現れ





度と同じであった．この結果は表2の結果と全く同じであった．A グループでは x2＞x1となっており，その比 x2／x1は2．6
















な効果があるのだろうか．上と同様な試みを A，C グループに対して行った．ただし今回は A，C グループ全員を呼び
出し同じような駆け込み寺での指導を行った．その結果を表5に示す．この時の満点は40点で A グループは全員が解





A 0 33 ∞（？）
C（top） 26 36 1．4
Δx 26 3
結果として A，C 両グループとも成績は上がっているがその上がり方には大きな差があった．x2／x1は A，C に対してそ


























































⑼ 岩井洋，“新しい学生像と大学教育の展開”，平成24年度 IDE 大学セミナー，平成24年9月．
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